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研究成果の概要（和文）：本研究は、アジアにおける仏教儀礼の形成と展開、変容をテーマに、さまざまな領域の研究
者による共同研究の形式で進められた。参加した研究者はインド学、仏教学、歴史学、人類学、美術史、建築史、宗教
学等の分野で、多角的な視点から研究をおこなった。そのための枠組みとして王権論、表象論、空間論、技術論、身体
論という5つの研究領域を設定した。とくに顕著な研究成果として灌頂に関する論文集があげられる。代表的な仏教儀
礼のひとつである灌頂を取り上げ、その全体像を示すことに成功し、儀礼研究の新たな水平を開いた。また研究の総括
として、儀礼と視覚イメージとの関係についての国際シンポジウムを開催した。

研究成果の概要（英文）：This research project focuses upon the Buddhist ritual, especially its formation, 
development and transformation in the history of Buddhism in Asian countries. The research was carried 
out in the style of the interdisciplinary joint project consisting of several researchers of various 
fields: such as Indology, Buddhist studies, history, anthropology, art history, architecture, religious 
studies and so on. In order to realize the interdisciplinary research we set up five frameworks, i. e. 
kingship, representation, space, technique and human body. One of the most significant results of the 
project is the proceedings of the symposium about consecration ritual (abhiseka). This publication has 
enabled to display the general picture of this ritual all over Asian countries and to lead to the new 
horizon of ritual studies. As a concluding project we organized an international symposium about the 
relationship between rituals and the visual imagery.

研究分野： インド哲学、仏教学

キーワード： 儀礼　王権　表象　視覚イメージ　空間論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)儀礼は宗教を構成する重要な要素のひと
つであるが、従来、わが国の仏教学は文献学
を基礎とした教理・思想に関する研究が中心
で、儀礼が研究対象となることはきわめてま
れであった。個別的の儀礼がいくつか取り上
げられることはあるが、儀礼の内容の紹介に
終始することが多く、意味の分析、地域的な
広がり、他の宗教との関係などはほとんど明
らかにされていない。 

(2)しかしながら、仏教儀礼の研究は仏教学の
みならず、歴史学、宗教学、人類学、民俗学、
美術史学など、他の研究領域とも密接に関わ
りを持つ。仏教儀礼の研究は、むしろ人文科
学のさまざまな分野から強く求められてい
る。 

(3)仏教儀礼は、インドからアジア諸国に仏教
が伝播するときに、教理とともに伝えられた。
儀礼は教理を視覚化し、実践を通して人々に
教えを浸透させ、時として民衆支配の方法と
しても用いられた。アジア仏教史をつらぬく
重要な流れを、儀礼は形成してきたのである。 

(4)研究代表者はインド密教の儀礼研究をこ
れまで継続的に行い、とくに後期密教の代表
的な儀礼文献である『ヴァジュラーヴァリ
ー』の批判的校訂テキストの刊行（M. Mori, 
The Vajravali of Abhayakaragupta, Tring, 2009）
と、主要な密教儀礼の研究を集大成した『イ
ンド密教の儀礼世界』（世界思想社、2010）
を刊行した。これらの密教儀礼研究を基礎と
し、インドにおける仏教儀礼の形成と、アジ
ア各地への展開を解明する段階に至った。 

(5)これと平行して、共同研究の形式で、イン
ドの宗教儀礼を扱う他の研究者とともに、儀
礼に関する研究を行ってきた（成果として、
たとえば Einoo & Takashima, From Material to 
Deity, Delhi, 2005)。これらの研究を通して、
仏教儀礼を中心とした宗教儀礼に関する研
究において、さまざまな分野に属する複数の
研究者による学際的なアプローチが、きわめ
て有効であることを認識した。 

２．研究の目的 
(1)本研究の目的はつぎの５点である。 
・仏教儀礼を中心に、アジアの宗教儀礼の資
料を組織的に収集し、その全体像を体系的に
示す。 
・儀礼一般の理論的枠組みを構築する。 
・アジア仏教史の中で儀礼がどのように形成
され、展開したかを歴史的に明らかにする。 
・仏教儀礼が他の宗教とどのような交渉を持
ったかを解明する。 
・宗教儀礼を中心とした人文科学の学際的研
究のモデルを提示する。 

(2)これらを明らかにするために、王権論、表
象論、空間論、技術論、身体論という 5 つの
研究領域を設定し、それぞれの領域からのア

プローチを行う。 

(3)全体は５つの領域から構成されるが、いず
れも特定の研究分野に限定されず、学際的な
研究を必要とする。インド学仏教学のみなら
ず、歴史学、人類学、美術史、建築史、宗教
学等の分野からの研究者の参画を得て、多角
的な視点から研究を進める。 

３．研究の方法 
(1)研究期間全体を①儀礼情報の収集と公開、
②儀礼に関する理論的枠組みの構築、③儀礼
の伝承と変容の解明、④仏教と異宗教との交
渉に関する研究、⑤研究全体の統合という 5
つのステージに分け、段階的に研究を進める。 

(2)第 1 ステージでは、これまで各メンバーが
蓄積してきた儀礼に関するさまざまな情報
を統合し、内容に応じて公開する。これらの
資料は、これまで個々のメンバーが独自に蓄
積してきたが、統一的な規格のもとで一元的
に管理し、形態の異なる文字情報と画像資料
などを統合的に扱うことで、大規模なアジア
の儀礼研究データベースを構築する。そのた
めの作業として、文献資料の電子テキスト化、
画像や動画資料のデジタル化等をおこなう。
これは研究メンバー全体で共有されるとと
もに、著作権などにも配慮しつつ Web での公
開用のヴァージョンも作成し、関連する分野
の研究者にひろく利用可能な環境を整える。 

(3)第 2 ステージとして「研究の目的」で示し
た王権論、表象論、空間論、技術論、身体論
という 5 つの領域から、儀礼に関する理論的
枠組みを構築し、メンバー全体でその内容の
検討を行う。これらの領域はあらゆる宗教儀
礼に適用が可能であり、地域や時代に左右さ
れることがない。また、ひとつの領域が複数
の研究分野にまたがることで、学際的なアプ
ローチを可能にする。それぞれのメンバーは、
これらの複数の領域を担当し、具体的な事例
からの理論化を行い、それを相互に批判・検
討することで、より精緻な儀礼理論を構築す
る。そのための素材として、第 1 ステージに
おいて収集したさまざまなデータを有効に
活用するとともに、次の第 3 ステージ以降で
行われる研究の理論的な根拠を準備する。研
究期間全体を通して、その検証作業と精緻化
が継続的に進められ、最終的に儀礼理論の一
般化が行われる。 

 (4)第 2 ステージで構築した儀礼に関する理
論的枠組みにもとづき、インドからアジア諸
地域に仏教儀礼が伝播した過程を解明する。
第 3 ステージでは儀礼そのものの受容と変容
について、第 4 ステージでは仏教儀礼と他の
宗教儀礼（ヒンドゥー教、ポン教、道教、神
道、民間信仰など）との接触・交渉・影響に
ついて考察し、仏教儀礼を中心にアジアの宗
教をとらえ直す。 

(5)第 3、第 4 ステージと平行して、平成 26



年度より 2 カ年かけて研究全体のとりまとめ
を行う。最終年度の 2 月には国際シンポジウ
ムを開催し、メンバー全員に海外の研究者を
加え、研究発表と公開討論を行う。その成果
を英文の論文集として刊行する。さらに、研
究連携者および研究会に参加した研究者を
中心に、仏教儀礼に関する叢書を一般書の形
で刊行し、研究成果をすみやかに社会に還元
する。 
 
４．研究成果 
 
(1)本研究は、アジアにおける仏教儀礼の形
成と展開、変容をテーマに、さまざまな領域
の研究者による共同研究の形式で進められ
た。個々の研究者による個別の研究をベース
に、その問題意識と成果の共有を計るために、
年に数回の全体集会を開催した。個別の研究
の成果については、次項の「おもな発表論文
等」にその一部が示されているので、全体集
会の主要なものを以下に述べる。 
①平成23年度は研究期間全体の研究方針と研
究計画とについて討議を行ったうえで、「儀礼
に関する理論的枠組みの構築」に関して、連
携研究者の西本陽一（金沢大学教授）による
「文化人類学における儀礼研究の現在」、「儀
礼情報の収集と公開」に関して、高田良宏（
金沢大学准教授）による「非文献資料のため
のリポジトリ構築に関する取り組み」という
２件の研究発表を行った。 
②平成24年度は5月に、矢野道雄(京都産業大
学教授)による「宿曜経と宿曜道」と、鈴木正
崇(慶應義塾大学教授)による「中世の戸隠と
修験道の展開:『顯光寺流記』を読み解く」と
いう2件の研究発表を行った。さらに3月の全
体集会においては 、アーニャ・アンドレー
バ(ハイデルベルク大学、国際日本文化研究セ
ンター)による「三輪山における仏僧と聖の活
動:三輪流の儀 礼成立を中心として」と、鷹
巣純(愛知教育大学教授)による「淵之坊本善
光寺如来絵伝について：牛頭天王との関わり
」という2件の研究発表を行った。いずれにお
いても、インドから日本に儀礼が伝播する課
程でのさまざまな文化現象が取り上げられ、
汎アジア的な視点からの儀礼に関する一般的
な理論の構築を進めた。 
③平成25年度は、原田信男(国士舘大学教授)
による「日本の動物供犠」と、蓑輪顕量(東京
大学大学院教授)による「日本仏教における法
会について：法具・作法を中心に」という研
究発表を行った。日本の食文化を題材にした、
仏教と在来の宗教との交渉に関する考察や、
中国で成立した法会が日本に伝播したときの
歴史的背景とその意義などが議論された。 
④平成26年度は、梶原三恵子（東京大学准教
授）による「ウパニシャッドの入門儀礼と初
期仏典の受戒儀礼」、田辺勝美（前・中央大
学教授）による「ガンダーラ美術と左右尊卑
観」、上川通夫（愛知県立大学教授）による
「中世天皇儀礼の歴史的位置：近代天皇制歴

史観と前近代天皇制」の発表が行われた。梶
原の発表はウパニシャッドの入門儀礼と仏教
儀礼の受戒儀礼の関係から、仏教儀礼の成立
のプロセスを考察し、田辺はガンダーラ美術
に見られる儀礼的要素を、また、上川は日本
の中世の天皇制と儀礼との関連について分析
した。 
⑤これらの研究集会での発表は、おもにゲス
トスピーカーによるもので、研究代表者、連
携研究者を中心とした研究グループのメンバ
ーとの間の議論によって、研究テーマのさら
なる深化と展開が見られた。その成果は、個々
の研究者の個別研究にフィードバックされ、
あらたな研究成果を生むという好循環が実現
した。 

(2)これらの全体集会とは別に、大規模なシン
ポジウムを研究期間中に２回行った。 
①ひとつめは平成 23 年 11 月に開催された
「灌頂儀礼：王権儀礼のアジア的展開」で
ある。このシンポジウムは、アジアの宗教
儀礼の中でもとくに重要な位置を占める
「灌頂」に関するもので、連携研究者を含
む 17 人の研究発表が行われ、関係する分野
の研究者が国内から多数参加した。シンポ
ジウムでは、インドにおける灌頂の成立と、
アジア全域への伝播と変容について、きわ
めて密度の濃い研究発表と議論が行われ、
関係学界から大きな注目を集めた。このシ
ンポジウムは、本研究の初年度に実施され、
本研究のテーマ、問題意識、研究の方向性
などが、連携研究者はもちろん、国内外の
研究者に浸透、共有されることとなった。
シンポジウムの成果のとりまとめは、本研
究と並行して進められ、平成 26 年度に『ア
ジアの灌頂儀礼：その成立と伝播』（法藏館）
として結実した。本書はアジア各地で見ら
れる灌頂儀礼の多様性を明らかにするとと
もに、仏教学のみならず、人文学において
儀礼研究が有する可能性を示すものとして、
関係する学界から高い評価を得た。 
②ふたつめは平成 28 年２月に開催された
国際シンポジウム「仏教儀礼と視覚イメー
ジ」である。このシンポジウムは本研究の
総括に位置づけられ、以下の４件の発表が
行われた。 
"The Visual Practices of Buddhism: Ritual 
Images and the Re-signification of Visual Forms 
in Medieval Japan" Lucia Dolce（ロンドン大学 
SOAS 日本宗教研究センター長） 
「観経変相と観想との関係について」（山部
能宜(早稲田大学教授） 
「舎利法と舎利容器のかたち」内藤栄(奈良国
立博物館学芸部長) 
「修法の曼荼羅としての建築空間」（冨島義
幸(京都大学大学院准教授)） 
日本仏教史、インド学仏教学、美術史、建築
史学から儀礼に対するアプローチで、とくに
「視覚イメージ」を共通のキーワードとして



考察を行った。これは、それまでの研究をふ
まえて、視覚イメージから儀礼をとらえるこ
との有効性が、グループ全体で共通の認識と
なったことにもとづく。これによって、今後
の儀礼研究にひとつの方向性を与えることが
できた。また、仏教学における学際的研究の
ひとつのモデルを提示し、今後の研究に新し
い潮流を生み出した。なお、本シンポジウム
の成果は、平成28年度中に英文の報告書とし
て刊行を準備している。 

(3)研究代表者の研究成果としては、平成23
年度に刊行した『チベットの仏教美術とマン
ダラ』『エロスとグロテスクの仏教美術』にお
いて、儀礼と仏教美術の関係を、チベット、
インド、日本などを対象に明らかにしたが、
これは本研究を遂行する上での指針ともなっ
ている。また平成27年度には『高僧たちの奇
蹟の物語』を発表し、高僧の説話とその図像
表現を手がかりに、インドから中国、日本に
続く仏教の流れを、高僧を中心にとらえ直し
たが、儀礼もそのひとつの要素となっている。
さらに、平成28年度中に『密教美術の図像学』
を刊行する予定であるが、この中でも儀礼と
美術との関係を明らかにした論考が含まれて
いる。本研究のとりまとめにおいて重点的に
考察をすすめた「儀礼と視覚イメージ」につ
いての、研究代表者自身による問題解明とな
っている。 

(4)今後の展望としては、本研究において明ら
かになった人文学における儀礼研究の有意性
をさらに精緻なものとし、人文学のなかに「儀
礼学」とも呼ぶべきものを確立させる。文献
や資料にもとづく歴史的研究と、現地調査に
もとづく実証的研究の両者を基礎に、学問の
領域をこえた学際的研究を進める。また、海
外における儀礼研究にも着目し、儀礼に関す
る国際的な研究ネットワークの構築を目指
す。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 24 件） 
①Nishimoto, Yoichi. 2015. Emergence of Lahu 
Pop and the Formation of Christian Lahu Identiy: 
Ethnic Music as a Cultural Resource. Waarasaan 
Sangkhommasaat 26(2): 147-169. 査読有 
②山部能宜（陳瑞蓮訳）2015 「吐峪溝第42
窟禅観壁画研究−兼及漢文禅観文献的起源」
『敦煌研究』152: 35-42. 査読有 
③Einoo, Shingo. 2015. Hindu Ritual and 

Buddhist Ritual. Acta Asiatica 108: 75-92. 査読
有 
④Einoo, Shingo. 2014. Vedic Predecessors of 
One Type of Tantirc Ritual. Cracow Ingological 
Studies 16: 109-143. 査読有 
⑤高島淳 2014 「Vikalpa の浄化と Sattarka: 
Tantrāloka 4.1-32 和訳」『インド論理学研究』
7: 315-341. 査読有 
⑥Mori, Masahide . 2014. The Iconography of 
Cruel Beauties in Indian Mythology. In. 
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Reader. Eds. by H. Kagami and Y. Yoshida. 
Kanazawa: Center for Cultural Resource Studies, 
Kanzawa University, pp. 79-90. 査読無 
⑦原田正俊 2013 「「万年山相国承天禅寺
諸回向并疏」と足利義満」『関西大学東西学
術研究所紀要』46: 17-31. 査読有 
⑧原田正俊 2012 「五山禅林生活の変容と
文雅への志向」『ヒストリア』235: 112-123. 査
読有 
⑨松本郁代 2012 「即位勧請と和歌：密教
的世界観における芸道と皇統の継承」『中世
文学と隣接諸学 6 中世詩歌の本質と連
関』pp. 221-243。査読無 
 
〔学会発表〕（計 20 件） 
①高島淳「南インドにおける終末期仏教」AA
研フォーラム、2015.12.10、東京、東京外国
語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 
②Nishimoto, Yoichi “Home Prayer Assembly 
among Protestant Lahu in Yunnan and North 
Thailand” Paper presented at the 2015 Annual 
Conference of the East Asian Anthropological 
Association, 2015.11.3-4, Chengchi University, 
Taipei, Taiwan. 
③Einoo, Shingo, "An Overview of the Worship 
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